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『読 む 力 中 辦 J は、大学や大学院、専門学校で学んでいる人、これから学ぼうとする 

人、そして、「中級の壁」を越えたいと思っている人を対象にした教材です。読むことにお 

い て 「中級の壁」というのは、社会や専門分野で出会うさまざまな文章を詳細な点まで理 

_ したり、表面的な意見やばかりでなく、含意された意見や立場なども理解したりす 

ることを言います。この壁を越えれば、大学などで学ぶための準備が十分に整った読みの 

上級者になることができます。本書は、上級者を目指して「中級の壁」を越える第一歩を¥  

み出したいと思っている学習者のために作りました。

みなさんは、日本語の文章を読んだときに、「ことばの意味は分かるのに、言いたいこと 

が分からない」という経験はありませんか。母語で書かれた文章を読むときにも、同じこ 

とが起こります。

@因は四つ考えられます。一つ目は、文章自体に問題がある場合です。これは霤き手の問 

題ですから、分からなくて当然です。二つ目は、文章のテーマや話題について、読み手に 

あまり知識や経験がない場合です。三つ目は、読み手に語彙•表現の知識と文または談話(文 

章)の文法知識が足りない場合です。そして、四つ目は、読み手の文章の理解力が低い場合 

です。文章の理解力といラのは、ことばの文字通りの意味だけではなく、文と文や段落と 

段落などの関係性や話の展開などを考えながら、書き手が伝えようとする内容や情報、ある 

いは意図や主張を理解する能力です。少し難しいP 葉でいうと、認知処理の能力というこ 

とです。

「中級の壁」を越えるには、特に、三つ目の曰本語の知識と四つ目の文章の理解力、つま 

り認知処理の能力が必要です。大学等で学ぶといÒ ことは、文章のテーマや話題になって 

いる専門領域の知識を得たり、考え方を学んだり、そこでの問題を解決したりする力を養 

うことです。そのためには、日本語の知識と認知処理の能力が必須です。

本書は、専門領域の内容そのものは扱いませんが、みなさんが専門分野の文章を読むと 

きに役立つと考えられる内容で、書き手の立場や視点が明確な文章を選んであります。そし 

て、日本語の知識と認知処理を日本語で行うための基礎力を身につける問題を数多く入れま 

した。その認知処理のスキルを明示したのが、本書の新しい点です。

本書が、みなさんにとって、上級者への一歩を踏み出す一助となれば幸いです。
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の本の使い方

对象とする学習者
Í.いし瀵5

〇大学、専門学校等で学んでいる人、学ぼうとしている人 

〇アカデミックな日本語を読めるようになりたい人

◦ 日本語能力試験( N l、N 2)、曰本留，試験に向けて読解の勉強をしたい人

この本の特徴

■ ...学習目標が見える!

#各課の学習目標には[できること1 ]と[できること2 ]の2 つがあります。

' * この本で達成する大きな学習目標です。

[できること1]を細かく分けたのが、[できること2 ]です。その課の勉強は

何のためか、これを勉強することによって何ができるようになるのかがわ 

かります。
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比較的身近なテーマのコラ 

ム • エッセイ•伝 K •対話 

をK んで、辜実闋係や物事 

の経緯、筆者の主» や意；

が把握できる

コラムやエッセイを嫌んで、筆者の主張や意図が把握 

できる

第 1 課、第2 課

プロフィールや伝記を嫌んで、描かれた人物がたどっ 

た経緯が把握できる

第3 課、第4 課

対話形式のテキス卜をR んで、テーマに沿って発首の 

要点が把握できる

第5 鼸

第
6
«

第
11
譁

新聞 * 贛誌のコラムや， K  

文、教養害を嫌んで、詳細 

な事実関係や现状、展望、 

背景、因果闋係、理由、甲

街などが把握できる

伝記やドキュメンタリーを嫌んで、描かれた人物の特 

激が把握できる

第6 软

自ạ 啓発書の;■節を技んで、筆者の提案とその根拠が把 

邇できる

第7 課

新聞のコラムや特集記事を嫌んで、取り上げられた等 

象の現状、展望、原因、W■点などが把握できる

第8 諜、第9 課

一般向けの解説文をR んで、事実闋係、背景、方法、 

原因、理由などが把握できる

第10嫌、第11 H



ấ m ỉ ề ...必要なスキル(技能)がはつきりわかる 
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評诵してみよう! 
▲ ▲ ▲

[3  メタ•コンテンツを把握する I 全体 11 I_ _ I L J

点を把握する、
...... -̂ W
® 文章全体の嫌点̂ ẽl;かを把握する

H 論- 腹，を予测. 把滄.する

® r _ M は、障害者でなく•なる」という主張の_ を 

把握する ••••
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® 陳害者の移動について「珊境がつている/ し诹いJ 
とは具体的に何を指すかを把埋する...

■を生み出していると言っている:力、把i

【B知 11 □  Ị _ J

【B 知2】 □  □

丨握する（B 知3】 I ]  I ]

，人！を「0'わしそÒJと見る嫌拠を把寧する丨咖6丨 匚 ] C )

^ 2  ( p H t H r q
9 .筆者の譎点として邇当なものを* びなさい。

a . 環境が整備されれば. 体の不自由な障害者は障害者でなくなる，

b . 社会は障害者を守るためにもっと努力すべきだ，

C . 障害者は何でも一人ででさるので、槿助は最小隈にすべさだ， 

d . 環境が変わリ. 障害者が自由に行勖で？る世の中になった，

_ 課のはじめに「この課で身につけるスキル(スキル表)」があります。スキルは、全体把握と認 

知タスクを解くことによって確認できます。「タスク（問題)J =»「スキル(技能)」与 「学習目 

鐵（できること)」というつながりがはっきり見えます(スキルの内容についてはpp.xi-xiiを参照）。
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比較的身近なテーマのコラム• エッセイ.伝C • 対B をR んで、 

事実n 係や》事の》_ 、筆者の主■ や意B が把握できる

コラムやエッセイを請んで、筆者の主*や意BIが把鱷できる

タスク番号 I チ1 ックポックス}
【全体1】—全体把握1. «....................................
【認知1】—認知タスク1.
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コラムやỊ ッセイをR んで、筆者の主*や 
章0 が把握できる

心のパU アフU — 3 0 代ビジネスマ 

ンの「心の病」を 
考える

「少女マンガ家ぐ5  

し」へ

比較的身近なテ一マのコラム• エッセイ• 伝K • 対B をR んで、事 
寊関係やm 事の《_ 、筆者の主* や* H が把握できる

でぎること® 

でぎること(D

タイ卜ル

メタ• コンテンツを把握する

Ỉ全体の涑れを把握する 

テーマを把握する

嫌点を把握する

論理層M を予澜•把握する

明示的な主張•意図を 

把握する

結雄を把握する

□

チェックボックス
U

i 「この課で身につけるスキル(スキルạ )」のチェックの仕方

タスクを解いた後、自分で「この課で身につけるスキル(スキル表)」や巻末の「スキル一覧表」 

にチェックしてみてください。得意なスキル、苦手なスキル(あなたに必要なスキル)がわ 

かります。自分の弱い部分を知って勉強すれば、読む力が確実に身につきます。

タスク 4
を解く

自分で 授*で
わかった

善

わかった

善

05 tt点を把握する

® 筆者の論点を把提する s i

何ができたの？—得意なスキル

何ができるようになつたの？ 

苦手なスキル= 必要なスキル

D 巻末には「スキルー荑表」があります。その課の学習を終えて、それぞれのスキルが身につ 

いたかどうかをỆ 己評価し、チェックしてみましよう。得意なスキル、苦手なスキル(あ 

なたに必要なスキル)を把握して、スキルに役立てましよう。

プロフィールや伝K  
を臍んで、描かれた 
人_ がたどった経緯 
が把謂できる

学習目標各課詳細



l ^ ị g l ...アカデミックな読みをするための3 種類のタスク
しゅ名い

®大学、専門学校で必要とされるアカデミックな読みとは？
せんĨ1ん ひつよ3

■言語処理とは？

ことばの意味や5 法. 

文法などの知識を 

使って、文章を文字 

通りに理解すること

⑩各課にはアカデミックな読みをするための3 種類のタスクạ 全体把握」「言語タスク」「認知タ 

スクJ ) があります。

1 . 全体把握 2----------------------------------------------------------------

メタ• コンテンツ(次べ一ジ参照）と文章の種類を問うタスクです。段落を正しい順序に並 

ベ替えたり、どのような読者脣を対象に窬かれた文章か把握したりするタスクちあります。 

テキス卜を読んで、そこに書かれたことはつまり何なのか、というメタ•コンテンツの形 

にまとめる力は、レジュメやレポートを書くときに必要です。まず、時間をかけずにサッ 

と読んで、解いてみてください。もし、分からなかったら、「言語タスク」「認知タスクj  

を解いた後でちラ一度考えてみてください。

2 . 言語タス ク ---------------------------------------------------------------------------------

「認知タスク」を解くために必要な言語処理を問う問題なので、「認知タスクJ を解ぐ前に 

解いた方が@果的です。

3 . 認知タス ク -----------------------------------------------------------------------------

言語処理だけでなく、認知処理を同時に必要とするアカデミックな問題です。

アカデミックな読み

■ 認知処理とは？

文字通りの意味を理解する(言語 

処理)だけでなく、 

rこの文車で一番大切なことは？」 

「筆者が言し、たいことは？ J 

「これとこれとの関係は？」 

「分かりやすく整理するとどうなる?J 

「この@ は何を説明している？」 

などを考えて理解すること


